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各学校において，

などを通して，教育課程に基づき組織的かつ計画的に
各学校の教育活動の質の向上を図っていくこと

児童生徒や学校，地域の実態を適切に把握し，

①教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容
等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと

②教育課程の実施状況を評価してその改善を
図っていくこと

③教育課程の実施に必要な人的又は物的な体制
を確保するとともにその改善を図っていくこと

カリキュラム・マネジメントの根幹

➊ 学校の全体計画

➋ 単元配列表

❸ 単元計画

２ PDCAサイクルの確立

３ 人的・物的資源の活用

カ
リ
マ
ネ
の
根
幹

１ カリキュラムのデザイン



カリマネ

江陽方式

❶資質・能力の焦点化

→計画や目標をつなぐ

❷４部会・学年で具体化

→実践しながら改善

❸全教職員がカリマネによる
学校改善の主体者に

教科担任（理科・図工・家庭・
音楽）の授業を
効果的に時間割に設定・運用

←これってカリマネ！





Step１ 江陽小の子どもたちに付けたい「資質・能力」

知・徳・体

生きて働く

知識・技能の

習得

未知の状況にも対

応できる思考力・
判断力・表現力
等の育成

学びを人生や社会に

生かそうとする学び
に向かう力・人
間性等の涵養

低学年からの知識・技能を
身に付け，必要な場面で使
える

学んだ知識・技能を基に，
進んで新しい考えを創造す

友達との関わりを通して，
自分の考えを広げる

自分の考えを，友達に分か
るように根拠を明らかにし

状況をよく判断し，見通しを
持って自ら行動できる

友達との関わりの中で，他
者の考えを認めるなどし
て，よりよい解決の仕方を

場面に応じてどのように行
動するかについて自ら判断

心と体の健康の大切さを理
解する

よりよく生活するための方
法や活動を工夫する

健康の保持増進と体力の
向上を目指す態度を身に
付ける

困ったことがあった時にも
行動に移して，何とか解決
しようとする

学力調査結果
質問紙調査結果等

★ 学習指導要領 Q-Uの分析 学校評価

A～Eグループで協議

保護者・
地域の願い



Step２ 資質・能力を焦点化する⇒学校教育目標へ

焦点化

Step２ 資質・能力を焦点化する⇒学校教育目標へ

生きて働く知識・技

能を身に付けた子

ども

未知のことにも思考
力・判断力・表現
力等を働かせて取
り組む子ども

学んだことを他教科等

や生活に生かそう

とする子ども

☆学び進む子

☆考え行動する子

☆共に成長する子

☆言語能力 ☆問題発見・解決能力 ☆人と関わる力



Step３ 学校教育目標に焦点化する

学びの山を登ろう

焦点化

保護者や地域住民の願い，開かれた学校づくり推進委員会等の意見

知徳体 知徳体 知徳体

生きて働く知識・技

能を身に付けた

子ども

未知のことにも思考力・

判断力・表現力等を働

かせて取り組む子ども

学んだことを他教科等

や生活に生かそう

とする子ども

☆学び進む子 ☆考え行動する子 ☆共に成長する子

☆言語能力 ☆問題発見・解決能力 ☆人と関わる力



国語

社会

算数

理科

総合

図画工作

なるほど
納得

そうつながるんだ

Step４ 「学びの地図」で学びをつなぐ



資質・能力の育成

学校全体で望ましい行動を
示し・認め・支援する

【開発的・予防的生徒指導】

主体的・対話的で深い
学びを実現する

【授業改善・学習指導】

教育課程

カリキュラム・マネジメントの充実
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援
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支
援
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主体的・対話的で深い学びの実現を
目指す授業づくり

～子どもの言葉で授業を創る～



学習環境づくりと，基礎学力・基礎体力
の向上をめざした取組を進め，
主体的に生きる力を育てる



○児童理解を基に，心のふれあいを図りながら，
自律した生活ができる子どもを育てる
○校内支援体制の確立と専門機関との連携を
進める



支持的・共感的な人間関係づくりをもとに，
ルールとリレーションのある
学級（学年）集団をつくる


